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要求仕様書等の技術文書の内容理解のために，記述特性に応じた要約の知識を形式知化

技術文書の理解に必要な要約知識を，背景や目的の要点を再構成する生成型要約、機能要求

から設計要素を抽出する抽出型要約，非機能要求の定義数をカウントする定量化要約に分類

技術文書に出現する組織・関係者，データ，振る舞いなどの設計要素を自動抽出

文書の記述特性別の要約パターンと適用可能な自然言語処理技術を対応づけ

• 背景や目的：出現頻度に基づき決定した重要語を再構成した生成型要約

• 機能要求：要求仕様の一貫性検証支援ツールの設計要素抽出を適用（[1][2][3]）

• 非機能要求：非機能要求のキーワードを用いて非機能要求記述を抽出し，非機能要求の

種類別に要求定義数を定量化することで要約

業務仕様の要約を自動抽出し膨大な技術文書の理解を効率化

非機能要求の定義状況をレビューで活用することによる技術文書の高品質化

業務改革へのリソースシフトに向けたレガシーシステムの状況調査や改革ポイントの

洗い出しの加速化
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記述内容の瞬時の理解を支援する技術文書の
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図1 要求仕様書の要約自動化の仕組み
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入力 出力要求仕様書の自動要約ツール
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要求仕様書の自動要約ツール
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【解決策①】
記述特性別の

要約知識の形式知化

従来：大規模システムの要求仕様書等の膨大な量の技術文書の
理解には多大なコストが必要

レガシーシステムからの脱却をしようにも，対処方法を決定するには関連文書の調査が必要であり，
多大なコストがかかるため，業務改革や付加価値提案に至らず

解決策：要約自動化
要約自動化による文書調査の効率化，付加価値業務創出へリソースシフト

• 要求仕様の自動要約ツールを利用者がストレスなく利用するための操作性の改善

（OSS等の自然言語処理技術との融合）

• 既存ツールとの安定した連携を実現するためのプラットフォーム化
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【解決策②】
記述特性に応じた要約

自動化により調査を効率化

【解決策③（今後）】
検証支援ツール

も用いて
リモートワークの加速，

業務効率化

付加価値業務創出
へリソースシフト
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